　
（１）展示内容
①　科学技術

・文明機器のブラックボックス化を解き明かす展示

（コンピュータ、３Ｄテレビ、タブレット式ＰＣ、ＥＶ自動車、インターネットの原理（クラウドの仕組み）や仕組みがわかる体験型展示）
・最先端技術を体感することで興味関心をおこさせる展示

（ロボット、フライトシミュレーションなど）
②　郷土の科学者、技術者等の展示

・物理学者の寺田寅彦、細川（からくり）半蔵　等
・世界に誇る県内企業の最新技術、大学や研究機関の先端技術の研究成果等
（２）展示と活動例
◆　郷土の偉人と最先端技術
　　　土佐藩の暦学・天文学者である細川半蔵頼直（からくり半蔵）が書いた機械工学原書「機巧図彙」には、時計やからくり人形等の設計図などが書かれている。高知の偉人を展示として紹介し、そして実際のからくり人形「茶運び人形」の仕組みや加工の技を学び、現代の最先端ロボットに触れたりする。実験室や工作室では「からくり人形」を分解したり、再度組み立てたりして実際にからくりの仕組みに触れる活動をする。また、大学や研究機関と連携し、ロボットの製作、コンピュータによるロボットの制御システム、さらにはコンピュータの仕組みなどを学習する。

	・機械工学原書「機巧図彙」の複写展示
・からくり人形やロボットの展示
	
	・「からくり人形」の分解や組み立て

・ロボットの製作
	
	・「からくり人形」の作動体験

・ロボットの操作体験

	
	
	
	
	
	

	からくり半蔵の功績と、からくり人形やロボットの仕組み・先端技術を学ぶ。
	
	機械のメカニズムを学ぶとともに、ものづくりの楽しさや創造的な問題解決能力を養う。
	
	制御システムを体験的に学ぶとともに、生活や産業社会でのロボット技術について考える。
	




















「郷土の未来と科学技術」ゾーン





・体験型展示や最先端の科学設備を活用し、科学技術に応用されている原理や仕組みに気付き、興味関心を高める。


・実験やものづくりをとおして、科学技術に応用されている基本的な原理や仕組みを理解する。
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